













陽性母音 a [吋， 0 [~]， (l [u] : haha ((男))，omolo ((孫))，kO也Ori((雲花紋様》
中性母音 i [i]， II [u] 
陰性母音 e [叶， u[uf) 
: sism ((奇果の名))， unucun ((父の死後生まれた子供》






















(2a) bimbi ((ある))>bisirelbihe， jimbi ((来る))>jider的ihe，simbi ((塞ぐ))>sire/ sihe 
(2b) fisihimbi ((水を撒く))>五sihire/fis出ihe，irkimbi ((激怒させる))>irkire/irkihe， sijimbi (細
かに縫う))>s討廿e/s討也e，silgimbi ((くぐる))>silgire/silgihe 
(2c) cilcimbi ((潮が満ちる))>cilcire/cilcika， ilimbi ((立つ))>ilire/iliha， isimbi ((近づく・及ぶ》
>isire/isika， silimbi ((選ぶ))>silire/s出ha， sisimbi ((差し込む))>sisire/sisiha 
これは他の接辞についても同様で、 (3a)は陰性母音が、 (3b)は陽性母音がつく例である。
(3a) ijimbi ((くしけずる))>りirengge
(3b) g氷imbi((埋める))>g訟ihangge;ici ((右))>icitai; ilimbi ((立つ))>ilicambi， il也出， ilIリambi;isimbi 
《近づく・及ぶ))>isinambi， i司勾inggala，isitala; jili ((怒り))>jilidambi; mimimbi ((口を閉じ
る))>mimihade 
また、金啓孫(1984:195， 256)には、次の例がある。









(5a) biiri-ni (<浅瀬にのり上げる))>biixa-ni， giiri-ni ((脱ぐ))>出xa-乱世i・凶《はいる))>iixトm，
s蛍i・凶《通る))>siixa-ni 
(5b) binni-ni ((居に行く))>binixa-ni， likpi-ni ((とじる))>likpixa-ni， niipsi-ni ((目をつぶる))> 
nllpSlxa-m 





<<かえってくる))>isuxa-ni : issi-ni2 <<手で摘む)).>isixa-ni 
(6b) siri-国1 <<隠れる，注ぐ))>sirixa園出:siri-ni2 .<<裂く))>sin認。-ni


























(8a)白mbi((拭く・庫れる))>白ngke，jumbi ((歯を食いしばる))>jure/jungke， sumbi ((脱ぐ》
>sure/s凶 e.-.， sungke， ;umbi ((文物に通じる))>;ungke，戸mbi((夢中になる))>yudere "' 
刊ndぽ el刊 ngke
(8b) cubumbi ((つまる))>cubure/cub曲 e，cukumbi ((疲れる))>c此凶e，gukumbi ((滅びる))>guk凶e，
sulhumbi ((地面が軟らかくなる))>su血uhe，urumbi ((飢える))>田町e/uruke
(8c) mutumbi ((成長する))>mu卸ha， susumbi ((荒廃する))>susure/susuha， sulbumbi ((苦難を
受ける))>sulbuha， unumbi ((背負う))>un町 e/(unuha )>un曲 abi




(9a) isembi ((恐れる))>iseku ((恐れを抱く人)): sacimbi ((切る))>sacikO ((撃》
(9b) ehe ((悪しヴ >ehelinggu((愚者・凡庸な)): yadahOn ((貧しい))>yadalinggO ((軟弱な(人)) 
(9c) derimbi ((心変わりする))>derishun ((心変わりした)): manambi ((壊れる))>man鎚 hOn(壊
れた》
このように子音 k，g， hにuが後続する語で完了接辞として-he がつくものは、 (8b)の
cukumbi， gukumbi， sulhumbiのほかにも多数あるが、・haがつくのは Zax訂ov'(1875)によれ
ばhufumbi((座礁する)) (>hu白ha) のみである(ただし、実例は未見)。他方、k， g， hを
持たない語で・haがつく例(8c)を見れば、 (9a)(9b)(9c)に残る前母音色と後母音 uの区別は、







(10a) duuri-ni ((刻む))>duuxa-ni 
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(10b) 1味ki圃出《うす氷がはる))>luuxa-ni， muuri-国《捲る))>muuxa-ni， uuri-ni ((乗る))>uuxa-国
(1 Oc) gu1upci-ni ((すすでくろくなる))>gu1uptuxa・ni，xummi-ni (<埋める))>羽mluxe-ni，mmi-m3
《熟す・煮える))>xuru.xa・m
(10d) muぷi-ni((初潮を迎える))>mU加羽.-ni，summi-ni (<魚がはねる))>sumuxa-ni， sum-ni (<水
がしみる))>s町 uxa-ni




(<のこぎりでたくさん切る))>puuxa-ni : puuri-ni2 (<口で吹く))>puuxa-ni 
(l1b) P叫lee-ni1 ((亙者に度事をおこなってもらった礼をあげる))>p叫広島国 :p叫lee-ni2 (<余
る))>pulaxa-ni 
(l1c) p町 ri_ni1 ((水中にもぐる))>purixa-ni : pur司_ni2 ((子をたくさん生む))>p町 ixa-ni
(11のxurri_ni1 ((救う))>xurixa-ni : xurri-ni2 ((染める))>xurixa-ni : xurri_ni3 ((熟す・煮える))> 
xuruxa-m 


















(12a) omira <<飲))(満州語文語:omire<omimbi <<飲む))) 







(13a) 10. sab油 a[sov~y~ ] <(見た))， 24. yamjiha[j四ntçiy~] (<日が暮れた》
283. kangk油a[q'句k'~y~] ((喉が渇いた》
(13b) 266. ebiheo[eviy~ no] ((満腹したか))， 268. tuwa司jihe[t'amtçiy~] (<見に来た》
344. bihe fonde[piy:針。](<し1た時に》






(14a) a1ban[?alv~n] (<公務))， fesin[白~~n，白s~n] <<柄))， dobori[<H田v~r] (<夜))， mu也n[m~也n] (<音》
yadahOn[yママ adχ。吋《貧しし'¥) 
(14b) afambi[a:vme] <<戦う))， bulehen[bulyun] <<鶴)) ， go位。[GJ:t~k斗《鎧の膝穿き》
seruken[smrkun] <<爽やかな》
これらの変化は、母音調和の観点からは、本来陰性母音 e[~]に対立するはずの陽性母音











[biIfO ]/[biy田](biheくbimbi((ある・いる>>)， [tcIlliIfo]( c出ha-くc出mbi((むせる>>; r気(qi)J











[bu:~ ](buheくbumbi((与える>>)， [j出bU:IfJ](出.buhaく出.bumbi((立てる>>)， 
[凶作 dU:IfJ]( surdeheく町dembi((回る>>) 
また、陰陽と円唇非円唇のゆれのある形態も見られる。
(16a)陰陽のゆれ:
[butciIfo ]/[butciy ](bucehe<bucembi ((死ぬ>>)， [ftnntciIfo ]/[危皿tciym](伽.cehe<白ncembi(余
る)))， [g副 CiIfO]/[g刷。iym](geceheくgecembi((凍る>))， 
[ve:reIfo]/[吋liIfo]/[vmiriym](weriheくWぽimbi((残す>>)， 
[v田:~'lKo]/[羽n:~ym](wesike<wesimbi ((上る>>) 
[fJn~iym]/[ f>n~iIfo ](fo可也a<fo可imbi((問う>>)， [匂~:vmy田]/[d早!V四α]Gafi油a<jafambi
《取る・凍る>>)， [G白ym]/[G邸 a](gaiha-くg但mbi<(取る>>)， 
[GO!D'町田]/[Ga:nOIfO ] (ganaha<ganambi ((取りに行く>>) 
(16b)円唇性のゆれ:
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(18a) dorolon ((礼))， oforo ((鼻))， omolo ((孫))， momorombi ((じっと座る))， toktonombi ((淀
む》
(18b) ubu ((分))，ududu ((多くの))，gusucumbi ((煩悶する))， surumbi ((ねじる》
しかし、この調和の破れも少なからずある。
(19) hoki ((仲間))， olji ((捕虜))， solha ((飯を盛る器))，tohoma ((馬の傍垂))， 




(20a) bombi ((錐で穴を開ける))>bondoro/bongko， jombi ((追想する))>jondoro/jongko， ombi ((成
る・できる))>ojoro/oho 
(20b) fosombi ((日が照る>>>fosoko， norohombi ((定住する)>>noroho， sosorombi ((退く》
>sosororo/sosoroko 
(20c) dombi ((虫や鳥が止まる)>>doro/doho"""" doha， fombi ((肌が荒れる))>foha， gombi ((取
り消す))>gondoro""'" gore/goha， sombi ((撒く>>>sorel soho ，.， soha， sombi ((毛を剃る》












(22a) bonon <<餐》 bono <<意》 [b~Jl]/[b~:n~] <<窓》
(22b) foholo <<短》 foholon <<短し¥> [noff515n， fIOf Q lun ]/[ f~ff~le] <<短し¥>i 
(22c) omolo <<孫子》 omolo <<孫》 [[~m51]/[狙~1] <<孫》
(22d) sogo <(高麗》 solho <<朝鮮》 [s~lff~']/[s~:b] <<朝鮮》










(番号は同論文による。 E:エウェン語， Ek:エウェンキ}語， S:ソロン語， N:ネギダル語， U:
ウデへ語， Oc:オロチ語， Nn:ナーナイ語， 01:オルチャ語， Ut:ウイルタ語， M:満州語)
Benzing(1955: 20)参照。
(23a) 14: E， Ek， S， N dolbo <夜i 1 U dogbo 1 Oc dobbo 1 Nn， 01， Ut dolbo 1 M dobori 
(23b) 15: E dolda-<<聞く >i 1 Ek doldi・1 S， N doldi・1 U dogdi・1 Oc dogdi・1 Nn dol}i・1 01 
dolト 1 Ut dool}i-II M don}i・
(23c) 24: E gor<<遠い>>11 :民 Sgoro 1 N gojo 1 U， Oc go-II Nn gぽo 1 01 goro 1 Ut， M， goro 
(23d) 36+: E mOIl1Ja・《探んでやわらかくする>>1 Ek m;J明1・1 Nmo明 i-，mOIJni-<<撲む>>1 Oc 
mOljici-1 Nn mOljgici・1 01 mo:ふ-1 Ut， M mon}i-
(23e) 40: E nok-<<掛ける>> 1 Ek loko・1 S 10xo-， 10ko-1 N 10xo-1 U 1'0・1 Oc 10ko・1 Nn 10・
1 0110ko・1 Ut 100-1 M 1紘討a・
(23f) 45: E od-(<完了する>> 1 U wadi-1 Oc odi-1 Nn xo}i・1 01 xodu・1 Ut xo}i-1 M waJi-
(23g) 46: E oldan <<側)> 1 Ek oldon 1 S oldo・1 N oldon 1 U ogdo 1 Oc ogdo(n) 1 Nn xo1don 
1 01 x01do(n) 1 Ut x01do(川
(23h) 47: E 0明 a・《忘れる>> 1 Ek 0叫 0・1 S ommo・1 N ommo・， 0叫 0・1 U oIJmo・1 Oc 
onnnか 1 N民 01，Ut oIJbか 1 M∞路0・
(23i) 47+: E oIJka-<<放牧されている)) 1 政 oIJko・1N oIJko・1U oIJkos-1 Oc oIJko・1Nn 
oIJko・1 010排0・1Ut okko・《となかいがこけを食う)) 1 M ongko <<放牧地》
(23j) 54J: Ek tOIJno <<正しい)) 1 S tondoxo・《まっすぐな)) 1 N tOIJno 1 U tOIJdo 1 OcωIJno 
1 Nn， 01， Ut tOIJdo 1 M tondo 
(23a)では満州語文語の語末を除き円唇調和が見られ、 (23j)はエウェン語を欠くが他は
全て円唇母音が対応する。 (23e)では満州語で、 (23f)はウデへ語と満州諸で他の方言の o
に対して aがあり、 (23g)ο3h)および(23i)では、エウェン語だけが円唇調和を欠き oでは










(24) boljohon <<約束)) /[b:lldゃ:xmn]，dobori <<夜))[d1revar]/[d:l:vuri]， dorolombi <<礼拝する》
[d:lr51am， ~r51um]/[d:lrlume]; omolo <<孫))[1担当，1]/[a1l:l1] 
なお、早田(1998:59)は、 doo-<<河を渡る))doo・re"'_'do・re，doo・ha....do・，haなどの・00圃は/ou/
であるため・haがつき、 do・と書かれるのは書記上の異体としている。他方、 (20c)にある





















性母音、後者を陰性母音と呼ぶ。/u，uu， ui，i，u， e， ee， eu/はどちらの母音とも共起するので、







ispiri <<アルコール))>isp出 tai: ciIJi <(せまし¥))>cu;Jit弘法i<(歯茎>)>irkit但
ぷu可i((足のっけねの部分)>>ふ可itai，gusi ((鷲))>gusitai，羽IJfiU<(えぞももんが))> 








hid <<橋))>hi伽k，nyil <<矢))>nyilak 
0フィンランド語(内格形/分格形。後者は後母音の接辞をとることがある)小泉(1993:
119)参照。
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